




染色体異常の発生頻度 

染色体異常には染色体数異常と染色体構造異常の二つの種類があるが、そのうち良く知ら

れているのは、数異常のほうである。その代表的疾患のダウン症は、ほぼ 1,000回の出産

に一回生れることが分っている。日暮らの纏めたととろによると、新生児当りの染色体異

常の頻度は 0.76%で、その内、性染色体数異常としては XYY およびそのモザイクは 0.11%

、クラインフェルター症は 0.11%、ターナー症およびそのモザイクは 0.04%、トリプル X

およびそのモザイクは 0.11%なので計 0.37%にあたる。常染色体数異常としてはダウン症が

0.11%、13 トリソミー0.006%、18 トリソミーが0.02'%で計 0.14％勇である。つまり、染色

体数異常の合計は 0.51%ということにな㍍方染色体構造異常のほうはこの中には、均衡型

転座 Q118%、不均衡型転座 0.02%、その他 0.05%があるのみだからこれらをすべて集めても

0.25%にすぎない。(日暮 真等:医学のあゆみ、121/9,600～606 昭和 57 年)臨床経験による

と、この数はもうすこし多く、実際上の染色体異常の頻度は、新生児当りほぼ 1%くらいと

考えて良いだろう。 


